
マルチグリップ義手ハンド使用における、社会心理と身
体運動学の評価 – 臨床事例：ミケランジェロハンド 

デジタルツインハンドと比較してミケランジェロハンドは： 
→ミケランジェロハンドは、代償運動を軽減する 
→ミケランジェロハンドでは、より自然な身振りや姿勢になる 
→被験者によるミケランジェロハンドの満足度が高い 
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主要所見 

ミケランジェロハンドとデジタルツインハンドで行ったディスクタスクテスト 
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対象： 
以前の義手： 
切断原因： 
平均年齢： 
切断からの経過時間： 

男性、片側前腕切断、利き手側 
デジタルツインハンド（Otto Bock） 
外傷 
50歳 
30年 

ケースレポート 

個体群 

研究デザイン 

結果 

項目 評価法 ミケランジェロハンド vs デジタルツインハンド 評価* 

機械的 身体力学的評価 肘の屈曲制限は両方のハンドで見られる。 
 

0 

ミケランジェロハンドは、対象物へのアプローチがより自
然である。 
デジタルツインハンドでは、内転および後傾しながら対
象物へアプローチする。 
ミケランジェロハンドと健手では、ほとんど肩甲骨の傾き
に頼る事なく外転し、対象物へアプローチする。 
  

+ 

ミケランジェロハンドでは代償運動が減少する。 
  

+ 

ミケランジェロハンドでは、日常生活動作がより迅速で
ある（ディスクやポットの移動）。 
  

+ 

満足度 質問形式 被験者は、ミケランジェロハンドをより好む。 + 

*評価の表示について：変化なし（0）、プラスの傾向（+）、マイナスの傾向（-）、顕著な結果（++/--）、範囲外（n.a） 

ディスクテストでは、被験者は義手の前にあるディスクをテーブル上で動かす。テー
ブル上で義手から健手へ動かし、さらに被験者の前と後ろに動かす。 
ミケランジェロハンドは、健手での所要時間と同じ（7s）であった。デジタルツインハン
ドは同じタスクを完了するまでに時間を要した（11s）。 



結果は、新しいマルチグリップハンドでの満足度向上を強調しており、注目すべきは、
新しい義手がより高い実施レベルへのきっかけとなり、以前のハンドの使用において
も考え方に変化をもたらす点である。ミケランジェロハンドの美しい外観と、機能的
特徴のおかげで、ユーザーは以前のハンドの使用時もより自然な手振りや姿勢を取
るようになり、義手を「切断者の基本ステップ」と考えるようになると報告された。バ
イオメカニカル的評価に関して、肩の生体力学は、円柱形やコイン形状の対象物に
自然な方法でアプローチが可能になるラテラルピンチの利用と、全体的なハンドの
形状によりプラスの影響を受け、肩の代償運動が減少した。 
（Cuttiなど、2012） 
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